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テーマ①：開通による効果

出典：国土交通省 東北地方整備局 震災伝承館出典：平成18年度国土交通省 国土技術研究会資料

 新潟中越地震における高速道路の応急復旧（関越道）

高速道路の早期復旧が
被災地域の復興支援に貢献

2004年10月23日・夕方
地震発生

緊急交通路の確保
（緊急車両等の徐行通行可）

第一段階（発災後約19時間）

緊急車両の通行車線の確保
（緊急車両等の走行可）

第二段階（発災後約100時間）

片側1車線で通行止め解除
（一般車両の通行可）

第三段階（発災後約13日（10/27））

全線で4車線を確保
（応急復旧完了）

第四段階（発災後約1ヵ月（11/26））

 東日本大震災における「くしの歯」作戦

内陸部の東北自動車道・国道4号から、「くしの歯」のように
道路啓開を実施し、救命・救援ルートを確保

過去の災害における道路の効果
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テーマ①：開通による効果

富沢IC

下部温泉早川IC

52

10

身延山IC

国道52号
事前通行規制

万沢：連続雨量200mm

国道52号
事前通行規制

古屋敷：連続雨量120mm

県道富士川身延線
事前通行規制

連続雨量100-150mm

5km

降雨通行止めに対する効果

南部IC

• 峡南地域を通る一般道には、降雨
による通行規制区間が多数存在し、
緊急時のリスクが高い

• 中部横断自動車道の開通により、
信頼性の高い代替路が確保
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テーマ①：開通による効果

出典：厚生労働省資料
https://www.mhlw.go.jp/shingi/2009/09/dl/s0911-4c_0007.pdf

▼３次医療施設と1時間カバー圏域
：山梨県内では、県立中央病院（甲府市）の１箇所

３次医療施設

国土交通省資料を基に作成

○３次医療施設

対象：重症および複数の診療科領域にわたるすべての
重篤な救急患者

役割：その他の医療機関では対応できない重篤患者へ
の医療、地域の救急患者の最終的な受け入れ

県立中央病院（甲府市）

１時間カバー圏域
（中部横断自動車道整備前）

１時間カバー圏域が拡大
（中部横断自動車道整備後）

第３次医療施設（山梨県）

静岡済生会
総合病院

静岡県
赤十字病院

第３次医療施設
（静岡県） 静岡県立総合病院
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テーマ①：開通による効果

出典：東京消防庁
https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/hp-kouhouka/pdf/230902.pdf

救命上の時間短縮の有効性

○カーラーの救命曲線
緊急事態が重大であるほど、早く適切な処置をしなければ死亡率が大きく上昇してしまう。
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心臓停止後
３分で約５０％死亡

多量出血後
３０分で約５０％死亡

呼吸停止後
１０分で約５０％死亡
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テーマ①：開通による効果

被災状況

○道路被災

○浸水被災

○鉄道被災
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テーマ①：開通による効果

初動活動状況

○重機によるがれき撤去

○医療班活動

○支援物資輸送

○物資配布
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テーマ②：開通後の課題

水害への備え

出典：国土交通省甲府河川国道事務所
富士川流域浸水想定区域図

 釜無川洪水浸水想定（想定最大規模）  笛吹川洪水浸水想定（想定最大規模）

○甲府盆地における洪水浸水想定

山梨県庁 山梨県庁

双葉JCT双葉JCT
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テーマ②：開通後の課題

https://www.mlit.go.jp/road/ir/ir-council/front_accident/doc01.html

暫定２車線道路

○暫定２車線道路
• ４車線以上で計画された道路のうち、２車線のみを暫定的に供用するもの
• 整備費用を抑えて、早期に開通させることが可能
• 一方で、対面通行の走行性や災害時の課題がある

＜暫定２車線＞

＜将来（４車線）＞

橋梁を拡幅橋梁を拡幅

 イメージ図

 暫定２車線道路の問題
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将来的な展望

身のまわりにあるモノやサービスを、
日常時はもちろん、非常時にも役立てることが
できるという考え方

https://phasefree.or.jp/phasefree.ht
ml

フェーズフリー 高速道路を活用した津波避難施設

▼フェーズフリーの考え方の例：道の駅くるくるなると（徳島県鳴門市）

非常時：避難場所

▼高速道路のり面を利用した津波避難場所（徳島県）

日常時：休憩・遊び場

徳島市

鳴門市
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将来的な展望

佐久小諸JCT

八千穂高原IC

清水JCT

埼玉県

東京都

神奈川県

山梨県

静岡県

長野県

清水港

将来の道路NW整備

新清水JCT

長坂JCT（仮称）

双葉JCT

新山梨環状道路

中部横断自動車道
（長坂～八千穂間）

甲府富士北麓連絡道路

西関東連絡道路

広域ネットワークの
形成

県内の道路ネットワーク
の拡充
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資料：東北地方整備局

三陸の奇跡と「命の道」～東日本大震災から学びました～
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